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現代社会の諸問題とキャリア・コンサルティング 
～多様化する個別キャリア支援のあり方を考える～ 

「大学の視点から」 

東京学芸大学   学生キャリア支援センター                                            
番田清美 
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1.  大学生への 
  個別カウンセリングについて 
 （一キャリアカウンセラーの立場から） 
 
２．キャリアカウンセリングを有機的に 
 推進するための東京学芸大学の取り組み 
 （「学芸カフェテリア」における 
        学修・キャリア支援） 

 



東京学芸大学の「総合学生支援機構」 
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学生相談
支援室 

障がい学生
支援室 

学生   
キャリア  
支援    
センター 

学芸    
カフェテリア 

カウンセラー 
（臨床心理士） 4名 

支援員 1名 教員就職相談員 3名 
企業就職相談員 2名 

キャリアカウンセラー 
                       2名 

学務課 学生課 
キャンバスライ
フ相談員  
（専任教員） 

留学生   
センター    
（国際課） 

保健管理   
センター 
    医師 4名 
   カウンセラー1名 



学芸カフェテリア・キャリアナビ（キャリア相談） 相談件数の推移 
                         2013.11.15現在 
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相談内容の傾向 （教員養成大学の特徴として） 
     エントリーシート、面接対策以外では 
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  教員になるために入学し勉強してきたが、教育実習で違和感。 

  教員という仕事が、自分にとって適職なのかどうか 

  急にわからなくなった。 

  でも、今まで教員以外の世界を考えたことがない・・・ 

  

  教員にならないのなら、せめて安定している公務員になって 

  ほしいと親に望まれている。でも、自分では、そこで働いている 

  イメージがもてない。親の期待も裏切れないし、どうしたら・・ 

 

  将来何をしたらいいのかわからない。大学院入ってから 

  考えようか・・      

                

       アイデンティティの拡散 



学生はアイデンティティ危機に直面している状態 
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Identity Status 同一性地位 過去の 
危機 

現在の 
自己投入 

将来の 
自己投入 

Identity Achievement 同一性達成地位 高 高 

   A-F   middle 中 高 

Foreclosure     権威受容地位 高 

Moratorium  積極的モラトリアム地位 中高 高 

   D-M middle 中 中 

Identity Diffusion  同一性拡散地位 低 低 

同一性達成地位尺度 加藤（1983） ¹ 
Marcia(1966) ²アイデンティティ・ステイタス論4分類を、6分類に発展させ
る。 
 
 



 各段階での発達課題が解決できているのかに、立ち戻る必要があることも 
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乳児期 基本的信頼 
  対  
基本的不信 

幼児前期 自 律  
 対  
恥、疑惑 

遊戯期 自主性 
 対  
罪の意識 

学齢期 勤 勉  
 対  
劣等感 

青年期 時間的展望 
  対 
時間的拡散 

自己確信  
  対 
アイデン
ティティ
意識 

役割実験 
 対  
否定的 
アイデン
ティティ 

達成への
期  待  
   対   
労働麻痺 

アイデン

ティティ 
対 アイ
デンティ

ティ拡散 

若い成人 親 密 
 対  
孤 立 

成人期 ジェネラティ

ヴィティ 対
自己酔 

成熟期 インテグ

リティ 対 
嫌悪絶望 

社会的発達段階と危機  Erikson(1959)³ 

 



Narrative counseling for career construction 

During the first act clients construct their 
careers through short stories, 
during the second act practitioners reconstruct 
the small stories into a large story,  
and during the third act client and practitioner 
coconstruct a revised identity narrative, new 
intentions, and possible actions. 
                 
                                                          Savickas(2011)⁴ 
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講座 

 

キャリア 
ナビ 

 

オフィス ＆
学習コミュ
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学芸カフェテリアの構造 

ガイダンス 

キャリア 
カウンセリ
ング 

インター
ネット 
アクセス 
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学芸カフェテリア講座  

  

大学内の豊富な人的資源（教職員）の力を 
掘り起こした正課外授業 
学生の主体的参加（アクティブラーニング） 
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学芸カフェテリア講座参加者数の推移 
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学生は、WEBサイト（イントラネット）から情報取得、参加申し込みを行う 
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動画配信機能 
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デリバリー論 
いかにキャリアガイダンスを提供（デリバリー）するか 
  「情報」「相談」「ガイダンス」 
   IAG(Information-Advice-Guidance) 
･情報 ＝人間には必要な情報すべてを検索し強化するほどの合理性が備わっていない  
               ・・個人に代わって、偏りのない情報をわかりやすく提供することが必要     
                                                                                                  (Bartlett,Rees,&Watts, 2000) 
･相談 ＝個別カウンセリング  カウンセラーの人的援助の有用 
                                                                                                   (Miller&Brown,2005など） 
･ガイダンス＝各種セミナー、講習会  
     同じニーズを持つ、同じ問題を抱えた人間が訪れる。 
     メンバー間のコミュニケーションが相互の問題解決に役立つ 
     うまく構造化した場合はグループカウンセリングの一種となりうる 
                                                                                                    （Whiston et al,2003) 
                
                                                                                                    下村(2013)⁵ 
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セグメント論 
キャリアガイダンスの対象をどのような属性で 
                                             セグメント（区分け）するか 
 就職に対するレディネス（準備度）によって 
   キャリアガイダンスの内容   を分ける(Sampson,Peterson,Reardon&Lenz,2000) 

 

レディネス低 → 個別支援サービス  
               専門性の高いカウンセラーによる綿密なカウンセリング的   

               支援を時間をかけて提供する 

レディネス中 → スタッフ支援サービス 
               中程度の専門性をもつスタッフが情報収集の仕方や 

               行動計画の立て方について簡単なアドバイスを行い、 

               あとは本人に任せる 

レディネス高 → セルフヘルプ型サービス 
               自分でキャリア情報を集め、必要な行動を自分で探せる 

 

                                                                                                      下村(2013)⁵ 
 



デリバリー論・セグメント論から見た 学芸カフェテリアの構造 
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コーディネーション論 
 
   キャリアガイダンスのサービス間の連携、 

   協力、共同体制  (OECD,2001 , 2004) 

 

                                                                                                                    下村(2010)⁶ 
 

     

    学生支援におけるハブ的機能もち、コーディネイトを行うことで、 

    全学で取り組むキャリアガイダンスのセーフテーネットを構築 

    している。 

 

                                   



学芸カフェテリアの学内連携 

20 

学長 教育学部 総合教育科学系 

副学長 人文社会科学系 

事務局長 自然科学系 

広報企画室 芸術・スポーツ科学系 

男女共同参画推進本部 大学院 教職大学院 

国際戦略推進本部 附属図書館 

事務組織 総務部 センター 教育実践支援センター 

財務施設部 留学生センター 

学務部、教育情報支援
部 

情報処理センター 

附属学校 附属世田谷小学校 
附属世田谷中学校 
附属高等学科 

学生相談センター, 
障がい学生支援室 
学生キャリア支援セン
ター 



引用文献 

1. 加藤厚(1983). 「大学生における同一性の諸相とその構造」  
               『教育心理学研究』, 31, 292-302 

2. Marcia,J.E.(1966).Development and Validation of ego identity status.  
            J. Personal. Soc. Pshchol., 3,551-558  

3. エリク・Ｈ・エリクソン(1959).『アイデンティティとライフサイクル』 
                （誠信書房／西平直・中島由恵訳） 

4. Savickas, M.Ｌ,(2011). Career Counseling,   American Psychological Association 
 
5. 下村英雄(2013).『 成人キャリア発達とキャリアガイダンスー成人キャリア・コンサル 
 ティングの理論的・実践的・政策的基盤』（労働政策研究・研修機構） 
 
6. 下村英雄(2010).「最近のキャリアガイダンス論の論点整理と成人キャリアガイダンス 
 のあり方に関する論考」（労働政策研究・研修機構ディスカッションペーパー 10-06.） 

 

21 


